
佐賀県知事   山口祥義 殿 

 

私たちは県民と周辺住民の不安を解消できないままでの玄海原発の再稼働に反対します 

 

2017年 3月 17日      

コープさが生活協同組合 理事会 

 

6年前の東日本大震災での東京電力福島第一原発の炉心溶融事故による、大量の放射能汚染に

よって多くの福島県の方々が故郷と仕事を奪われ避難を余儀なくされました。原発の安全神話は

崩れ、放射能汚染の過酷さを経験した日本の多くの人々は、このことを忘れることはありません。 

私たちコープさが生協では 2014 年度に組合員アンケートを行い 86％が「将来原発を廃止

すべき」と回答したことを受け、再生エネルギーの普及を中心とした原発の無い社会をめざして

います。このアンケート結果報告と意見書を 2015年 1月知事へ送付させていただきました。 

 

今回玄海原発再稼働の同意判断の前に、再稼働に関する様々な不安にこたえ、広く県民の意見

を聞く姿勢を示され、広く意見を聴く委員会や県民説明会、県民投書箱等を設置された知事のご

奮闘に敬意を表します。 

しかしながら、こうしたプロセスの場で県民から出された以下のような疑問と問題点に対して、

国や九州電力の担当者は明確で納得いく回答を行うことができていません。 

① 再稼働の適合判断を出した規制基準そのものが、実際は世界最高レベルでなく、十分な安全

を担保できないこと。 

② 使用済み核燃料の保管と処理についても、明確な方法やコスト負担が示されず、無責任に後

世につけを回そうとしていること。 

③ 避難計画をＵＰＺ30ｋｍ範囲内までに限る根拠が薄く、避難計画の実効性も十分検証され

ていないこと。 

④ そもそものエネルギー基本計画は国民の「脱原発」の願いからかけ離れており、原発の必要

性と経済性への疑問が払しょくされていないこと。 

など、県民の再稼働への不安や疑問は解消された段階とは言いがたく、現段階では再稼働の

同意は時期尚早と考えるべきです。 

 

知事は再稼働の判断は「県民の安全が第一」と言われていますが、伊万里市の塚部市長のよ

うに「県民の不安に寄り添うならば再稼働反対」こそが「県民の安全第一」の立場に立つこと

ではないでしょうか。 

いったん稼働した原発を後で止めることは難しいと思えます。不安な未来でなく、再生エネ

ルギーの普及に力を入れ、安心して過ごせる自然豊かな佐賀を未来の子どもたちに残していく

立場に立たれ、玄海原発再稼働は認めない見解を表明されることを要請します。 

 

以上 



佐賀県議会議長  中倉政義 殿 

 

私たちは県民と周辺住民の不安を解消できないままでの玄海原発の再稼働に反対します 

 

2017年 3月 17日      

コープさが生活協同組合 理事会 

 

6年前の東日本大震災での東京電力福島第一原発の炉心溶融事故による、大量の放射能汚染に

よって多くの福島県の方々が故郷と仕事を奪われ避難を余儀なくされました。原発の安全神話は

崩れ、放射能汚染の過酷さを経験した日本の多くの人々は、このことを忘れることはありません。 

私たちコープさが生協では 2014 年度に組合員アンケートを行い 86％が「将来原発を廃止

すべき」と回答したことを受け、再生エネルギーの普及を中心とした原発の無い社会をめざして

います。このアンケート結果報告と意見書を 2015年 1月知事へ送付させていただきました。 

 

県は今回玄海原発再稼働の同意判断の前に、再稼働に関する様々な不安にこたえ、広く県民の

意見を聞くために、広く意見を聴く委員会や県民説明会、県民投書箱等を設置するなどの措置を

とりました。 

しかしながら、こうしたプロセスの場で県民から出された以下のような疑問と問題点に対して、

国や九州電力の担当者は明確で納得いく回答を行うことができていません。 

① 再稼働の適合判断を出した規制基準そのものが、実際は世界最高レベルでなく、十分な

安全を担保できないこと。 

② 使用済み核燃料の保管と処理についても、明確な方法やコスト負担が示されず、無責任

に後世につけを回そうとしていること。 

③ 避難計画をＵＰＺ30ｋｍ範囲内までに限る根拠が薄く、避難計画の実効性も十分検証さ

れていないこと。 

④ そもそものエネルギー基本計画は国民の「脱原発」の願いからかけ離れており、原発の

必要性と経済性への疑問が払しょくされていないこと。 

など、県民の再稼働への不安や疑問は解消された段階とは言いがたく、現段階では再稼働の

同意は時期尚早と考えるべきです。 

 

知事は再稼働の判断は「県民の安全が第一」と言われていますが、伊万里市の塚部市長のよ

うに「県民の不安に寄り添うならば再稼働反対」こそが「県民の安全第一」の立場に立つこと

ではないでしょうか。 

いったん稼働した原発を後で止めることは難しいと思えます。知事の判断に重要な影響を及

ぼす県議会も、不安な未来でなく、再生エネルギーの普及に力を入れ、安心して過ごせる自然

豊かな佐賀を未来の子どもたちに残していく立場に立たれ、玄海原発再稼働は認めない見解を

表明されることを要請します。 

以上 


